
令和５年度 鶴見地区
幼保小教育交流事業 活動報告

鶴見地区 実行委員会

―持続可能な交流再開に向けて―



鶴見地区の交流事業の特色
• 鶴見区内19ブロック間で交流を実施
• ブロックごとの交流を中心に、異なる校種の教職員や子ども同士
がお互い顔の見える関係を作り、有機的に繋がれる活動を目指し
ている。

• 主な進学先となる小学校と、幼稚園、保育園がお互いの環境や教
育内容について、知ることを大切にしている。

交流事業の対象となる園・学校数
小学校 ２２
幼稚園 １５
保育園 １１０
こども園 ３

鶴見区幼保小の交流は４０年以上にわたる歴史がある
鶴見区のマスコット
わっくん



鶴見地区 実行委員会

• 小学校２、幼稚園６、保育園２（公立１、私立１）
実行委員会は５月、６月、９月、１０月、１月に開催。

内容
・令和５年度の活動振り返り
・今年度の方針の策定
・健やか子育て講演会の再開
・教員、子ども同士の持続可能な交流
・ブロックの活動費の使用用途について

令和５年度は各地域の感染状況を考慮しながら、ブロックや小学校単位によ
る職員同士の交流、子ども同士の交流の再開を目指した。



健やか子育て講演会

１１月２９日 鶴見公会堂にて４年ぶりに開催 参加者：６７名。
講師：庄子寛之氏 「保護者も子どもも先生も幸せになるために」
CHAT GPT を始め最新の技術も用い、保護者や教員の双方向参加型の講演会を
実施。保護者や教職員と対話しつつ進行し好評を博した。



元小学校教諭 庄子寛之氏による
幼稚園での「授業」

「拍手のリレー」円形に椅子を並べて座り、一人ずつリレー形式に手
をたたき、時間内に一周するゲーム。皆で話し合い「もっと円を小さ
くしたら？」など次々に意見が出てきました。試行錯誤しながら、ラ
スト１回で見事に目指していたタイムを達成できました！

子ども達だけでクラスの出席人数を数え、椅子
を動かして円形に座る。
男女交互に座るにはどうすれば良いのか？など、
自分達で考えて声を掛け合いました。

終始子どもの声に耳を傾けながら、
「こんなに難しいことができるのなら小学校に行っても大丈夫！」 あたたかいエールを頂きました。



末吉ブロック活動報告
末吉小学校 あさひ台幼稚園 末吉にこにこ保育園 鶴見どろんこ保育園

写真 写真写真

【5月】３施設で相談会。
【7月】あさひ台幼稚園・末吉にこに

こ保育園

色水遊び 図工「カラフルいろみ
ず」の学習に園児さんをご招待し、
一緒に色水遊びを楽しみました。
児童から積極的に声をかけて、な
かよく活動することができました。

【１０月】
①あさひ台幼稚園と三ッ池公園で
散歩
②あさひ台幼稚園・末吉にこにこ保
育園とミニ運動会
【１２月】
あさひ台幼稚園・末吉にこにこ保育
園・鶴見どろんこ保育園と秋まつり

生活「きせつとあそぼう～あき
～」で秋祭りを行いました。４ク
ラスで秋の店を開き、園児さんと児
童がたくさん交流できるようにしま
した。いろいろな遊びやゲームで楽
しく遊ぶことができました。
【２月】４園を招待し５年生と小学
校体験を行う予定。
☆様々な制限が緩和され、活動内容や
回数をここ数年より増やしました。



寺尾ブロック活動報告
寺尾小学校 飯山幼稚園

あいにくの雨の中、先輩の
１年生との交流会へ、元気
に並んで寺尾小学校に向
かいました。４月からの集
団登校の練習になりました。

小学校の先生から、学校の
紹介がありました。幼稚園
の園児も興味津々で見て
いました。

小学生から、学校生活の様
子や様々な発表がありまし
た。1年生になって、できる
ようになったことの発表が
印象的でした。
最後に手作りのメダルを全
員にかけていただきました。



上寺尾ブロック活動報告
上寺尾小学校・やよいヶ丘幼稚園・馬場保育園

４月・７月・９月・１月【職員交流】

職員同士の意見交流を継続して行いました。
授業・保育の様子を見合ったり、子どもとのか
かわりの中で大切にしていることを共有したり
することで、育成を目指す子どもの姿を明確に
しました。

「子どもへのまなざしの共有→変容」

１２月【１年生 幼保小交流会】

ランドセルや白衣の着用体験をしたり、カ
プラや絵本の読み聞かせをしたりして交流し
ました。
自分たちの学校生活での楽しかったことや

経験を活かした活動ができました。

遊びが学びにつながっていく



馬場ブロック活動報告
馬場小学校 寺尾幼稚園

小学校と幼稚園の先生同士
で、子ども達の成長を情報
交換し、学校探検の打ち合
わせを実施しました。
幼稚園の遊びや活動で得た
経験が、進学後の生活や学
習の具体的なイメージとし
て共有されました。

掃除体験コーナー、チョーク
で描いて黒板消しで消す、
白衣を着用して給食の配膳
の疑似体験、ランドセルとお
仕度、机に座って勉強や楽
器の体験ができるなど、学
校が楽しみになるコーナー
が盛り沢山でした。

校内を引率し説明する１年
生の姿はとても頼もしく感
じられました。家庭科室で
は調理実習を見学させて頂
き園児にとって大変貴重な
体験に！「明日も学校に来
たい」など、進学を心待ち
にする声が聞かれました。



旭小学校ブロック活動報告
旭小学校 と 鶴見どろんこ保育園

委員会活動での話題提供
がきっかけとなり、６年生
の出身園である保育園に
声をかけ、園で飼育してい
るヤギを、園児の皆さんが
連れてきてくれました。

園児の皆さんから、「こん
な子だから優しくしてね」
とヤギへの配慮をお願い
されました。児童は、ヤギ
にとってのよりよい接し方
を学びました。

事前に、園にヤギが食べら
れるものを尋ねておき、学
校給食としては提供できな
い部分を調理員さんからも
らって確保しました。ヤギに
心を込めて差し上げました。



架け橋期の教育充実に向けた座談会
旭小学校の呼びかけで実現

・令和６年１月１２日、旭小学校の呼びかけで、旭小、
獅子ヶ谷小、馬場小、上寺尾小、東台小、聖ヨゼフ学園
小の教職員、上記６校に進学する幼稚園、保育園の職員
が交流を実施。

• 学校別に分かれたテーブルにて、小学校、幼稚園、保
育園、認定こども園の教職員がグループワーク、相互
の情報交換を実施

⇒学校と園の教員同士が「顔の見える関係」となり、
子ども同士の交流再開の契機に・・・



接続期についての座談会 活動報告
北寺尾周辺の小学校６校 幼児教育施設１５園

１月１２日、旭小学校近隣の
市立小学校５校、私立小学
校１校、幼児教育施設15園
の推進者70名での座談会
を開催しました。

会場＝旭小学校

小学校毎のテーブルに、幼
児教育施設の方々に加わっ
ていただく形式で、各校、各
園で大切にしている子ども
の学びについて、たくさん
の情報を共有しました

コロナ禍により、幼保小間
での行き来が滞っていたこ
ともあり、多くの学びがあ
りました。今後、気軽に声
を掛け合う関係になるた
めの第一歩になりました。



次年度に向けて

R５年度の上寺尾地区を始めとした推進地区の成功事例を、速やかに各地域のブロッ
ク活動へ反映させていく。
現代の保護者、教職員のニーズにあった交流活動のあり方の検討を重ねていくこと
が求められる。
教職員同士の交流がより円滑に行われるため、全体会等の早期の実施が必要。
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